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平成28年４月１日から、

農業委員会制度が変わりました
農業委員会の業務が、これまでの「農地転用等の法令に基づく許可業務」に
加えて、新たに「農地等利用の最適化の推進」が重点化されました。

「農地等利用の最適化」とは？

担い手への
農地集積

耕作放棄地の
発生防止・解消

新規参入の
促進

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た

収
入
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

収
入
保
険
制
度
は
、
品
目
の
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
に
よ

る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、
価
格

低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を

補
填
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

政
府
は
平
成
30
年
の
秋（
平
成

31
年
産
）か
ら
の
加
入
申
請
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●
対
象
者

　

所
得
税
の
確
定
申
告
で
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者（
個
人
・

法
人
）

●
仕
組
み

　

当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９

割
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ

た
額
の
９
割
を
補
填
し
ま
す
。

●
そ
の
他

◎
農
業
者
は
、
保
険
料
・
積
立
金

　

を
支
払
っ
て
加
入
し
ま
す
。（
任

　

意
加
入
）

◎
収
入
保
険
制
度
と
農
業
共
済
や

　

ナ
ラ
シ
対
策
な
ど
の
類
似
制
度

　

に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
を
選

　

択
し
て
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

　

ま
す
。

青
色
申
告
を

始
め
ま
し
ょ
う
！

　

収
入
保
険
制
度
に
加
入
す
る
に

は
、
青
色
申
告
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を

客
観
的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な

手
段
で
あ
り
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
収
入

保
険
制
度
に
加
入
す
る
場
合
、
平

成
29
年
３
月
15
日
ま
で
に
最
寄
り

の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申

請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
え
ば
、
平
成
29

年
分
の
所
得
か
ら
青
色
申
告
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
振
興
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
６

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
１
１

農業委員の選出方法が、公職選挙法に基づくものから町長が議会の同意を得て任命する
方法に変わりました。また、農地利用最適化推進委員が新設されました。

農業委員の役割

合議体としての最終的な意思決定
■権利移動の許可
■転用許可申請等の審議
■農地利用最適化の推進に関する指針
　の作成、施策への意見の決定

など

農地利用最適化推進委員の役割

担当地域における農地利用最適化の推
進のための現場活動
■担い手への農地集積・集約化
■耕作放棄地の発生防止・解消
■人・農地プランなど、地域の農業者
　等の話し合いの促進

 など

協 力
連 携
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　農業委員
　農地利用最適化推進委員

農業委員 農地利用最適化推進委員

選出方法

　農業に関する識見を有し、農業委員
会の職務を適切に行うことができる者
で、町内の農業者や農業者の組織する
団体、並びに地域等からの推薦、また
は町内全域からの公募による農業委員
候補者の中から、議会の同意を得て、
町長が任命します。　　　　　 　　

　農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見
を有する者で、町内の農業者や農業者の組織
する団体、並びに地域等からの推薦、または
町内全域からの公募による農地利用最適化推
進委員候補者の中から区域ごとに農業委員会
が委嘱します。　　　　　　　　　　　　　

募集人数 　13人（うち１人は利害関係の
　　　　  ない人（農業者でない人））

16人（次の区域ごとに１人）
　① 羽須美１（阿須那・戸河内振興会）
　② 羽須美２（雪田区・宇都井区）
　③ 羽須美３（上口羽・下口羽・上田）
　④ 瑞穂１（市木）
　⑤ 瑞穂２（上田所・四つ葉）
　⑥ 瑞穂３（亀谷・みずほ・西鱒渕）
　⑦ 瑞穂４（出羽）
　⑧ 瑞穂５（和田原・高海の一部（吉時、下伏谷））
　⑨ 瑞穂６（高海の一部（安田、馬場、入野、円の
　　　　　　 板、高見町、上伏谷、田野原、金渕）
　⑩ 瑞穂７（高海の一部（荻原）・銭宝）
　⑪ 石見１（御謝山・加茂山・原山の一部（小
　　　　　　 掛谷、荻原）・高水）
　⑫ 石見２（いわみ中央・大沢会・原山の一
　　　　　　 部（鹿子原））
　⑬ 石見３（中野北区・中野中央・中野西区）
　⑭ 石見４（茅場・井原西区・断魚・井原東・
　　　　　　 井原南区）
　⑮ 石見５（吉原丸子・福原・山之内・春日・
　　　　　　 日貫中央）
　⑯ 石見６（日和中央・日和桜井・日和東）

募集期間 　　３月１日（水）まで

任　期 　　平成 29年４月１日 ～ 平成 32年３月 31日（３年間）

報　酬 １９２，０００円（年額） １５３，０００円（年額）

応募方法 邑南町農業委員推薦・応募用紙を提出 邑南町農地利用最適化推進委員
推薦・応募用紙を提出　　　　

応募用紙 　　提出先にあります。また、邑南町役場ホームページからダウンロードできます

提出先 　　農林振興課、各支所事業部

募集！

【問い合わせ先】農林振興課　☎９５－１１１６　IP050-5207-3011
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防災情報
危機管理課
1９５-０８１０ IP 050-5207-3003

避難準備情報 が

避難準備・高齢者等避難開始
という名称に変更されました

　平成 28年台風第 10号による水害で
は、死者・行方不明者 27人が発生する
など、東北・北海道の各地で甚大な被害
が発生しました。とりわけ、岩手県岩泉
町では、グループホームが被災し入所者
9人が全員亡くなる等、高齢者の被災が
相次ぎました。この災害を踏まえ、高齢
者等が避難を開始する段階であるという
ことを明確にするため、「避難準備情報」
が「避難準備・高齢者等避難開始」に変
更されました。

避難準備情報

避難勧告

避難指示

避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

変更前 変更後

早め早めの避難を行うために、
　　　　家族や地域で事前に確認しておきましょう。
　自然災害に対しては、自らの判断で避難行動をとることが原則です。
　町は、災害が発生する危険性が高まった場合に、｢避難準備・高齢
者等避難開始｣ などを発令します。
　自宅や学校・職場など、自分達がいる場所にはどのような危険があ
るのか、町が指定する避難所はどこか など、あらかじめ確認し、い
ざという時の避難行動について、平時から家族や地域の皆さんと一緒
に考えておきましょう。

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示
（緊急）

　災害による被害が予想され、人的被害が発生する可能性が高まった
場合に ｢避難準備・高齢者等避難開始｣ を発令します。
発令された場合は、
●　いつでも避難ができるよう準備をしましょう。
　　身の危険を感じる人は、避難を開始しましょう。

　災害が発生するなど状況がさらに悪化し、人的被害の危険性が非常
に高まった場合に ｢避難指示（緊急）｣ を発令します。

発令された場合は、
●　隣・近所に声をかけあい、避難所へ避難をしましょう。

　災害による被害が予想され、人的被害が発生する可能性が高まった
場合に ｢避難勧告｣ を発令します。

発令された場合は、
●　まだ避難していない場合は、直ちにその場から避難をしましょう。

●　避難に時間を要する人（高齢、障害、乳幼児を連れている人等）
　は避難所へ避難を開始しましょう。

●　避難する事でかえって命に危険が及ぶような状況では、崖から離
　れた部屋や、２階など自宅内のより安全な場所に避難をしましょう。
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島根県立
矢上高等学校 矢上高校ＮＥＷＳ

東
京「
に
ほ
ん
ば
し
島
根
館
」で

販
売
活
動
を
行
い
ま
し
た

　

１
月
12
日
、
東
京
都
中
央
区
に
あ
る
島
根
県

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
に
ほ
ん
ば
し
島
根
館
」

で
島
根
県
内
の
４
つ
の
農
業
系
高
校（
矢
上
・

松
江
農
林
・
出
雲
農
林
・
益
田
翔
陽
）の
生
徒

が
高
校
で
作
っ
て
い
る
加
工
品
等
の
販
売
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

矢
上
高
校
か
ら
は
、
矢
高
み
そ
や
フ
ィ
ナ
ン

シ
ェ
、
米
粉
の
か
り
ん
と
う
、
野
菜
な
ど
を
販

売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
の
お
客
さ
ん
の
食

の
好
み
の
調
査
や
少
し
で
も
多
く
の
加
工
品
等

を
販
売
し
よ
う
と
、
積
極
的
に
来
場
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

３
月
の
行
事
予
定

１
日
（
水
）

　

卒
業
式

７
日
（
火
）

　

島
根
県
公
立
高
校
入
試

11
日
（
土
）

　

島
根
県
高
校
新
人
駅
伝
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
雲
市
）

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
年
生
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
江
市
）

24
日
（
金
）

　

終
業
式
・
離
任
式

⇦矢上高校ホームページQRコード
ホームページや Facebook を更新し
ています！ぜひ、ご覧ください !!

30 歳の成人式に旧友が集う
　１月８日、「30 歳の成人式」が開催され、今年
度 30歳を迎える同級生 32人が出席しました。企
画から当日の会の進行まで町内の 30歳で結成する
実行委員会が行いました。
　遠くは関東地方からこの日のために帰省した人や
そろって出席した夫婦など邑南町に縁

ゆかり

のある町内外
の仲間たちは結束を深め、それぞれに想い出深い１
日を過ごしました。
　町内の企業や事業主から職場の紹介もあり、参加
者は「ふるさと邑南町のために地域貢献したい」と
いう意欲を再確認した会となりました。
　これからもこの絆が深まり、広がることを期待し
ます。

10 年ぶり！
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講師の小出宗昭氏

邑南町まちづくり講演会２０１７
　１月 23 日、矢上交流センターで「邑南町まちづくり講
演会」が行われ、町内事業所関係者など約 90人が参加しま
した。講師の小出宗昭氏は静岡県富士市産業支援センター
（f-Biz）の所長として多くの中小企業のコンサルタントを手
掛けてこられ、講演ではこれまで小出氏が相談を受けて業績
を回復させた中小企業を例に効果的な産業支援のあり方につ
いて説明がありました。小出氏は「町の雇用を支える地元事
業者の活躍なしに邑南町の活性化はありえない」とし、事業
者のセールスポイントを見つけて最大限に生かす効果的な産
業支援と、提案に対して柔軟に応え前向きに取り組む事業者
の姿勢が必要であると話されました。

経 営者が元気になれば、
　 地域が元気になる！

おおなんドリーム学びのつどい
　１月 29日、健康センター元気館で４回目となる「おおなんドリー
ム学びの集い」が開催されました。町内の小中学校と高校、養護学
校から 11団体が参加して邑南町の地域振興や地域課題の解決につ
いて取り組んだ地域学習の成果を報告し、町への提言を行いました。
　日貫小学校は「山と生きる」と題し、山林整備の重要性を学んだ
ことから実際に山に入って枝打ち体験をしたことや、山林資源を活
用するために木材の繊維から作られる素材「セルロースナノファイ
バー」を大学と共同研究していることを報告しました。
　羽須美中学校は、阿須那地区で毎年行われる「次

じ
の日

ひ
祭り」につ

いて調べ、傘鉾を作成して祭りに参加したことを発表しました。地
域の伝統文化に触れたこの経験から伝統行事を守ることの重要性を
感じたといい、次の日祭りへ町内中学校の合同参加を呼びかけまし
た。
　講評にあたった香川大学の清國教授は「地域学習を通じて多くの

み んなで考える
　 私たちのふるさと

人と関わり、企画・実施・改
善に取り組んだ経験は将来必
ず生かされる」と評価し、「地
域の弱みを強みに変える柔軟
な発想が大切である。地域の
中で自分に何が出来るのか、
学びの中で見つけてほしい。」
とまとめ、会場にエールを送
りました。

羽須美中学校「次の日祭り」

日貫小学校「山と生きる」
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各事業所のブースに別れて、担当者から詳しい事業
内容の説明を受けます。

説明の様子

日貫小学校紙すき体験
　２月１日、日貫小学校で５・６年生の紙すき体験
が行われ、卒業証書を手作りしました。同体験は今
年で 25年目となり、おおなんドリーム学びのつど
いでも山林資源を活用する取り組みとして報告した
ものです。　児童たちが日貫地区の山で採集した原
料を使い、講師の寺脇隆彦さん（表紙中央）の指導
のもと真剣な眼差しで紙すきを行いました。
　この日すいた和紙は、自然乾燥ののち、およそ２
週間で完成し、１枚１枚手書きで仕上げられます。
６年生の奥村芽唯さんは「世界に１枚しかない卒業
証書なので嬉しい」と話し、３月 17日の卒業式を
楽しみにしていました。

世 界でひとつだけ
　 手づくりの卒業証書

～働きたい 障がいのある人と
　　　　　　　企業・事業所の出会いの場～

　邑南町地域自立支援協議会では、障がい者の地域
移行支援の一環として、邑南町雇用促進連絡会を開
催しています。
　この会は、就職を考えている障がい者と障がい者
雇用を考えている企業 ･事業所とを結びつけるため
の会で、今年度は町内の事業所７団体と就労を希望
する 35人が集い、１月 19日に矢上交流センター
で開催されました。
　障がいのある人が、就労や実習を希望する場合の
悩みとして、企業や事業所が求めているのはどんな

仕事なのか、どんな実習があるのかわからないと
いったことがあります。また、企業側の悩みとして
よく耳にするのが、障がい者の特性や接し方がわか
らないといったことがあります。この会を通じて、
このような問題を少しでも解消し、障がい者本人や
その家族に対して、企業側が事業内容を説明するこ
とで、希望の企業が選択できるきっかけになってほ
しいと考えています。

邑南町雇用促進連絡会

作業の様子
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ふるさとづくり大賞　優秀賞

　総務省が主催する平成 28年度ふるさとづくり大
賞で邑南町が優秀賞（総務大臣表彰）に選ばれたこ
とを受けて、２月４日、石橋町長が東京都千代田区
で行われた授賞式に出席しました。ふるさとづくり
大賞は全国でそれぞれの「ふるさと」をよりよくし
ようと頑張る団体・個人に贈られます。邑南町は「日
本一の子育て村構想」に基づく子育て世代への手厚
い支援や、地元食材を最大限に生かして６次産業化
につなげる「A級グルメ立町」によって３年連続の
社会増を達成したことなどが評価され、受賞となり
ました。

邑南町
ふれあい学校賞　高原小学校

　高原小学校の５・６年生が日本郵便株式会社主催
の「はがきでコミュニケーション全国発表大会」で
ふれあい学校賞を受賞し、２月２日に高原小学校で
表彰式が行われました。同賞は今までに面識のない
方々とやりとりを行う取り組みをした学校の中から
選ばれるものです。高原神社や参道の鳥居など地域
の魅力を伝えるために写真俳句を作成し、同じく地
域の資源をスタンプラリーによって伝えようと取り
組む市木小学校へはがきを送って交流したことが評
価されました。この取り組みはおおなんドリーム学
びのつどいでも紹介され、今後はこの交流をさらに
広げていきたいとのことです。

はがきで学校交流 取り組みが評価

全日本交通安全協会長表彰

　１月 20日、東京都新宿区で開催された「第 57
回交通安全国民運動中央大会」において、井原地区
の高齢者でつくる井原福寿会が長年の交通安全啓発
運動が認められ、全日本交通安全協会長表彰（優良
団体）を受賞しました。
　井原福寿会は、地域内を縦断する国道 261 号に
おいて 30年以上前から年末年始の交通安全を願っ
てしめ縄を手渡す街頭啓発活動をしてきました。近
年は信号機をイメージして手作りした「三色餅」を
手渡しています。平成 28 年度は、平成 28 年 12
月 1日に会員と川本警察署員ら約 20人が車のドラ
イバーに声掛けをしながら用意した約 300 セット
の餅を配りました。

井原福寿会

１・２．街頭啓発活動の様
子。３．参加した会員の
皆さん。４．手渡しした
三色餅。５．表彰を受け
取った高本会長（左）と服
部副会長。

1

2

345

授賞式の石橋町長（右）と原定住促進課長
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広告募集中！
縦 4.5 センチメートル
横 6.0 センチメートル
１枠　３, ０００円

（ 町外　５, ０００円 ）
【問い合わせ】
　邑南町役場総務課
 　1９５- １１１１
　IP電話 050-5207-3000

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
も
の

で
、
母
子
・
父
子
家
庭
等
の
児
童

が
入
学
ま
た
は
就
職
す
る
際
に
、

入
学
支
度
金
ま
た
は
就
職
支
度
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

邑
南
町
内
に
住
所
を
有
し
、
平

成
29
年
４
月
に
小
、
中
、
高
等
学

校
、
大
学
等
に
入
学
す
る
場
合
お

よ
び
中
学
校
、
高
等
学
校
を
卒
業

し
就
職
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
支
度
金
の
額
】

　

２
０
，０
０
０
円（
一
人
に
つ
き
）

【
締
め
切
り
】

　

３
月
24
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
５

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

瑞
穂
支
所

　

☎
８
３
‐
１
１
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所

　

☎
８
７
‐
０
２
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

邑
南
町
母
子
家
庭
等

入
学
就
職
支
度
金

　

近
年
起
こ
る
異
常
気
象
の
原
因

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
球
温
暖
化

が
上
げ
ら
れ
、
そ
の
要
因
は
二
酸

化
炭
素
の
増
加
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
の
発
生
抑
制
に
取

り
組
め
る
身
近
な
活
動
に
、
レ
ジ

袋
の
使
用
を
削
減
す
る
「
マ
イ

バ
ッ
ク
持
参
」
が
あ
り
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
は
、
日
本
で
は
年
間
約

３
０
０
億
枚
使
用
さ
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
一
人
あ

た
り
に
す
る
と
年
間
約
３
０
０

枚
、
邑
南
町
に
置
き
換
え
る
と
約

３
３
０
万
枚
の
レ
ジ
袋
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
レ
ジ

袋
を
１
枚
７
ｇ
と
す
る
と
重
さ
は

約
23
ｔ
に
な
り
、
レ
ジ
袋
を
焼
却

す
る
と
邑
南
町
だ
け
で
も
多
く
の

二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
の
使
用
を
控
え
た
り
、

マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
て
、

ご
み
を
減
ら
そ
う
！

き
ち
ん
と
分
別
を
し
た
り
す
る
な

ど
、
み
ん
な
で
焼
却
ご
み
を
減
ら

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

邑
南
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協

議
会
（
町
民
課
内
）

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

邑
南
町
議
会
議
員

　
　
　
　

一
般
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
邑
南
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。

【
選
挙
期
日
】

　

４
月
16
日（
日
）

【
告
示
日
】

　

４
月
11
日（
火
）

　

期
日
前
投
票
は
４
月
12
日（
水
）

か
ら
15
日（
土
）ま
で
の
４
日
間
、

役
場
本
庁
、
瑞
穂
・
羽
須
美
の
各

支
所
で
行
い
ま
す
。

　

立
候
補
予
定
者
事
務
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

３
月
23
日（
木
）

　
　
　
　

10
時
か
ら

【
場
所
】

　

邑
南
町
役
場
本
庁

　
　

２
階　

大
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
町
民
課
内
）

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

　

ひ
も
で
く
く
ら
ず
に
出
さ
れ
た

雑
誌
・
新
聞
紙
・
段
ボ
ー
ル
・
紙

パ
ッ
ク
は
収
集
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

収
集
さ
れ
な
い
物
は
、
周
辺
の

人
が
片
付
け
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
に
残
り
続
け
た
り
す
る

な
ど
地
域
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　

名
前
を
書
い
て
出
す
も
の
で
は

な
い
か
ら
こ
そ
、
責
任
あ
る
ご
み

出
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
守
り
ま
し
ょ
う
】

●
ひ
も
で
し
っ
か
り
と
十
字
に
く

　

く
る
（
ゆ
る
い
と
積
み
込
む
際

　

に
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
）

●
重
さ
10 

kg
ま
で

●
ガ
ム
テ
ー
プ
で
と
め
な
い

●
ぬ
れ
た
も
の
は
混
ぜ
な
い

資
源
物（
古
紙
類
・
紙
パ
ッ

ク
）を
く
く
ら
ず
出
す
と

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に

残
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

ひもでくくらないと
収集されません
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国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

●
昭
和
62
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ

●
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　

れ
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　

１　

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び

　
　

平
成
30
年
３
月
ま
で
に
大
学

　
　

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　

２　

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者

　
　

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

　
　

め
る
者

【
試
験
の
程
度
】

　

大
学
卒
業
程
度

【
受
験
申
込
方
法
】

　

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jinji

‐shiken.
go.jp/juken.htm

l
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
は
、
受
験
申
込
書
を

第
１
次
試
験
地
に
対
応
す
る
国
税

局
に
郵
送
又
は
持
参
す
る
方
法
に

よ
り
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
験
受
付
期
間
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

　

３
月
31
日（
金
）９
時
〜

　
　
　
　

４
月
12
日（
水
）

　
（
４
月
12
日（
水
）ま
で
に
申
込

　

デ
ー
タ
を
受
信
完
了
し
た
も
の

　

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。）

国
税
専
門
官
募
集

郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み　

　

３
月
31
日（
金
）〜

　
　
　
　

４
月
３
日（
月
）

　
（
４
月
３
日（
月
）ま
で
の
通
信

　

日
付
印
有
効
）

【
受
験
案
内
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
請
求
、
問
い
合
わ
せ
先
】

広
島
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

〒
７
３
０
‐
８
５
２
１

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
‐
30

　

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

浜
田
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
８
５
５
‐
２
２
‐
０
３
６
０

【
採
用
案
内
情
報
等
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

技
術
幹
部
候
補
生

　

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
曹

長
に
任
命
さ
れ
、
幹
部
候
補
生
と

し
て
一
定
期
間
の
教
育
を
受
け
た

後
、大
卒
程
度
合
格
者
は
３
等
陸
・

海
・
空
尉
に
昇
任
、
院
卒
程
度
合

格
者
は
２
等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇

任
し
、幹
部
自
衛
官
と
な
り
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

３
月
１
日（
水
）〜

　
　
　
　

５
月
５
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

締
切
日
必
着

【
応
募
資
格
】　

　

大
学
を
卒
業（
見
込
含
）し
、
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
者

　

修
士
課
程
を
修
了（
見
込
含
）

し
、28
歳
未
満
の
者

【
採
用
試
験
】　

第
１
次
試
験　

筆
記
試
験（
飛
行

要
員
は
筆
記
試
験
及
び
操
縦
適
性

検
査
）

　

筆
記
試
験　

５
月
13
日（
土
）

　

筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

　
　

５
月
14
日（
日
）　

飛
行
要
員

　
　

希
望
者
の
み

第
２
次
試
験　

　

小
論
文
試
験
・
口
述
試
験
・　

　

身
体
検
査

【
試
験
場
所
】　

　

第
１
次
試
験　

受
付
時
に
通
知

　
（
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査
は
松

　

江
地
方
合
同
庁
舎
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　

☎
０
８
５
２
‐
２
１
‐
０
０
１
５

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

　

shim
ane

◆
採
用
予
定
人
数　

　
　

事
務
専
門　
　

５
人
程
度

◆
受
付
期
間

◎
直
接
・
郵
送
の
場
合

　

１
月
30
日
（月）
〜
８
月
10
日
（木）

　
　
　
　
　
（
郵
送
は
消
印
有
効
）

　

受
付
時
間

　
　

平
日　

８
時
30
分
〜
17
時

◎
し
ま
ね
電
子
申
請
の
場
合

　

１
月
30
日
（月）
〜
８
月
10
日
（木）

◆
受
験
資
格

◎
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

　

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
人

◎
国
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
企

　

業
等
で
５
年
以
上（
学
校
教
育

　

法
に
よ
る
大
学
院
修
了
者
は
３

　

年
以
上
）の
実
務
経
験
が
あ
る
人

◆
試
験
の
日
時
、
試
験
会
場

◎
第
１
次
試
験

　

９
月
17
日
（日）
予
定

　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

◎
第
２
次
試
験

　

10
月
中
旬
以
降　

予
定

　

邑
南
町
役
場

◎
第
３
次
試
験

　

11
月
中
旬
以
降　

予
定

　

邑
南
町
役
場

平
成
29
年
度

邑
南
町
職
員
採
用
試
験

◆
試
験
手
続
及
び
詳
細

※
試
験
案
内
及
び
申
込
用
紙
は
役

　

場
総
務
課
及
び
各
支
所
で
１
月

　

30
日（
月
）か
ら
交
付
し
ま
す

※
し
ま
ね
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を

　

利
用
す
る
場
合

　

s-kantan.com
/tow

n-　

　

ohnan-shim
ane-u/

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

邑
南
町
役
場
総
務
課 

人
事
係

　

☎
０
８
５
５
‐
９
５
‐
１
１
１
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
０

（
社
会
人
経
験
者
）

１月交通事故発生状況
発生(件) 死者(人) 傷者(人)

邑智郡
１月 　0 　0 　0
前年比 　‐2　 　0 　‐2　

邑南町
１月 　0 　0 　0
前年比 　‐1　 　0 　‐1　

石見地域 １月 　0 　0 　０
瑞穂地域 １月 　0 　0 　0
羽須美地域 １月 　0 　0 　０
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弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

３
月
24
日
（
金
）

　
　

13
時
〜
16
時

【
場
所
】

　

川
本
町
役
場

【
内
容
】

　

相
談
時
間
40
分
以
内
。

　

電
話
で
申
し
込
み
。

　

料
金
は
原
則
無
料
（
３
回
目
の

継
続
相
談
か
ら
有
料
に
な
り
、
相

談
料
５
，０
０
０
円
）。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
５
‐
２
２
‐
４
５
１
４

　

緩
和
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大

田
・
県
央
保
健
所
で
は
地
域
に
お

け
る
緩
和
ケ
ア
の
推
進
を
目
的
と

し
て「
緩
和
ケ
ア
を
考
え
る
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
が
ん
と
告
知
さ

れ
て
か
ら
の
人
生
を
ど
う
生
き
る

の
か
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

３
月
５
日
（
日
）

　
　

13
時
〜
15
時
30
分

【
場
所
】

　

あ
す
て
ら
す（
大
田
市
大
田
町
）

【
内
容
】

講
演
会
「
が
ん
哲
学
外
来
〜
医
療

　

の
隙
間
を
埋
め
る
〜
」

　

講
師　

順
天
堂
大
学　

教
授

　
　
　
　

樋
野　

興
夫　

氏

コ
ン
サ
ー
ト

　

出
演　

長
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
緑

　
　
　
　

の
街
合
奏
団

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

県
央
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援
課

　

☎
０
８
５
４
‐
８
４
‐
９
８
２
６

「
緩
和
ケ
ア
を
考
え
る

集
い
」
開
催

石
見
法
律

　
　

相
談
セ
ン
タ
ー

一
斉
相
談
会

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会

社
概
要
や
採
用
予
定
に
関
す
る
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

◎
学
生
の
〝
自
分
〞
商
談
会

　

３
月
６
日（
月
）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
16
時

　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

◎
し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

３
月
７
日（
火
）

　
　

10
時
〜
12
時

　
　
　

学
生
と
企
業
の
交
流
会

　
　

13
時
〜
16
時

　
　
　

合
同
企
業
説
明
会

　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

【
対
象
者
】

　

平
成
30
年
３
月
大
学
、
短
期
大

学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

等
の
卒
業
予
定
者
及
び
県
内
就
職

を
希
望
す
る
人

【
参
加
企
業
】

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

　

http://w
w
w
.gogo-

　

jobcafe-shim
ane.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
（
公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
）

　

☎
０
１
２
０
‐
６
７
‐
４
５
１
０

「
し
ま
ね
企
業

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
開
催

　

島
根
県
で
は
、
県
政
に
対
す
る

県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴

き
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え

い
た
だ
く
「
し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

　

年
10
回
程
度
、
県
政
の
課
題
な

ど
か
ら
選
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
実
施
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
パ
ソ
コ
ン
か
ら

回
答

【
応
募
資
格
】

　

県
内
在
住
で
満
15
歳
以
上
、
電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
持
ち
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト（
携
帯
電
話
を
除
く
）

か
ら
日
本
語
で
回
答
で
き
る
人

【
応
募
方
法
】

　

県
広
聴
広
報
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
」
か

ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/adm

in/seisaku/koho/
w
ebm

oni/)

※
ご
応
募
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
年
間
の
回
答
回
数
に
応
じ
て
記

念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
広
聴
広
報
課

　

☎
０
８
５
２
‐
２
２
‐
６
５
０
１

し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー

募
集
中

３月の納税
◎国民健康保険税（第12期分）

４月の納税
　固定資産税（第１期分、全期前納分）
　国民健康保険税（第１期分　暫定）

納期限 ３月 31日 ( 金 )

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
、

仮
設
住
宅
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
２
人
の
女
性
が
、
泣
き
・
笑

い
な
が
ら
た
く
ま
し
く
生
き
る
姿

を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で

す
。　

【
日
時
】

　

３
月
12
日
（
日
）

　
　

14
時
〜
15
時
45
分

　
　
（
開
場　

13
時
30
分
〜
）

【
場
所
】　

田
所
公
民
館

【
入
場
券
】

　

前
売
り
券　

５
０
０
円

　
　
（
当
日
は
７
０
０
円
）

　

小
学
生
以
下
無
料

※
入
場
券
は
町
内
各
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。

【
主
催
】

瑞
穂
ス
キ
ッ
プ
の
会

（
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
会
）

【
後
援
】

邑
南
町
・
邑
南
町
教
育
委
員
会
・

公
民
館
連
絡
協
議
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

田
所
公
民
館

　

☎
８
３
‐
０
５
１
８

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
４
４
０
０

映
画
上
映

「
飯
館
村
の
母
ち
ゃ
ん

た
ち
、
土
と
と
も
に
」
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こ
ん
に
ち
は
! !

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

地　　域 羽 須 美 瑞 穂 石 見

開催日時
毎月第３木曜日 毎月第３木曜日 毎月第３月曜日
３月 16日（木）
10：00～ 11：30

３月 16日（木）
13：30～ 14：30

３月 27日（月）
10：00～ 11：30

場　　所 口羽公民館 高原公民館 中野公民館

内　　容 １年の振り返り・意見交換・情報交換

参加費（お茶代） １００円

参加申込先
【要申込】

羽須美支所 福祉係
1８７－０２２１
IP050-5207-6500

瑞穂支所 福祉係
1８３－１１２１
IP050-5207-5000

福祉課 地域包括係
1９５－１１１５
IP050-5207-3008

　日頃の介護で困っていること
や悩みを語り合い、交流や情報
交換を行っています。地域は問
いませんので、ご都合のよい会
場へお気軽に参加ください。

【対象者】
　要介護状態の人を家庭で介護
している家族介護者

　　　　　　　介護する人が仲間に出会ってホッとできる場
　「介護者家族の会（介護者のつどい）」

　開催しています！

※保健師等専門職による個別相談にも対応します。事前にご予約ください。

介護支援ボランティア

「きらりおおなんいきいき活動」
ポイント交換

　「きらりおおなんいきいき活動」のポ
イント交換の受付を開始します。活動回
数が 10回以上であればポイント交換が
できます。
　ポイント交換の流れや申請方法は「ボ
ランティア手帳」に掲載しています。申
請用紙をコピーし、必要事項を記入して
「ボランティア手帳」と一緒に役場福祉
課または各支所福祉係まで申請してくだ
さい。（申請用紙は、各窓口にもありま
す。）

●ポイント交換受付期間

３月 15日（水）～
３月 31日（金）

●ポイント交換窓口

役場福祉課・瑞穂支所福祉係・
羽須美支所福祉係

【問い合わせ先】
　福祉課　☎９５－１１１５
　　　　　IP050-5207-3008

　

福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
９
５
‐
１
１
１
５　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８
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平成 29年４月から

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）
が始まります。

要支援１・２の認定を受けて
　　　　　サービスを利用している人

　ご利用中のサービスのうち、介護予防訪問介護（ホー
ムヘルプサービス）と介護予防通所介護（デイサービス）
は、総合事業の「訪問型サービス」と「通所型サービス」
へそれぞれ移行します。移行の時期は、要支援（介護）
認定の更新後ですので、一人ひとり移行する時期が違い
ます。
　総合事業のサービスの内容は、現在、利用しているサー
ビスと同等の現行相当サービスが引き続き使えます。
　なお、認定の更新やサービス内容については、担当ケ
アマネジャーが相談に応じます。

初めてサービスを利用する人
　骨折や認知症などの病気、あるいは高齢で虚
弱のため何らかの支援が必要な場合、まずは地
域包括支援センターまたは各支所福祉係にご相
談ください。
　総合事業の場合は「基本チェックリスト」に
よる判定で、サービス利用ができる場合があり
ます。
　また、サロンやミニデイ、交流型デイサービ
スなどの通いの場や、健康づくりのための教室
等をご案内します。

現在 平成 29年４月から

介護予防給付（要支援１・２）

訪問看護、福祉用具など利用

訪問介護（ホームヘルプサービス）
通所介護 (デイサービス ) 

介護予防給付（要支援１・２）

訪問看護、福祉用具など利用

総合事業
訪問型サービス
通所型サービス

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
護
者
負
担
金
減
免
申
請

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
町
内
の
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
さ
れ
る
人
で
次
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
申
請
に
よ
り
保
護
者
負
担
金
を
減
免
し
ま
す
。

減
免
の
要
件

減
免
対
象
児
童

減
免
月
額

生
活
保
護
世
帯

利
用
児
童
全
員

全
額
免
除

・
ひ
と
り
親
家
庭

・
父
母
の
な
い
、
ま
た
は

　

父
母
が
監
護
し
な
い

　

児
童
を
養
育
し
て
い

　

る
世
帯

利
用
児
童
全
員

２
，０
０
０
円
減
額

右
記
以
外
の
世
帯

２
人
以
上
が
同
時
利
用

し
て
い
る
世
帯
で
２
人

目
以
降
の
児
童

１
，０
０
０
円
減
額

※
減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
月
額

　

４
，
０
０
０
円
の
負
担
金
の
み

　

で
す
。
お
や
つ
代
等
は
減
免
の

　

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
締
め
切
り
】

　

３
月
17
日
（
金
）

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
５

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

瑞
穂
支
所
窓
口
業
務
部
福
祉
係

　

☎
８
３
‐
１
１
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所
窓
口
業
務
部
福
祉
係

　

☎
８
７
‐
０
２
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

【問い合わせ先】　福祉課（地域包括支援センター）☎９５－１１１５　IP050-5207-3008

変更なし

総合事業へ移行
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保
健
課　

1
８
３
‐
１
１
２
３　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
２

　
　

福
祉
課　

1
９
５
‐
１
１
１
５　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

　
　

羽
須
美
支
所　

1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

３月の当番 医
※当番医は変更され
ることがあります。
最新情報は、おおな
んケーブルテレビ
のデータ放送（ｄボ
タン）または邑南町
ホームページでご確
認ください。

５ ( 日 ) 公立邑智病院 加藤病院

12 ( 日 ) 公立邑智病院 加藤病院

19 ( 日 ) 公立邑智病院 大隅医院

20 ( 月 ) 公立邑智病院 加藤病院

26 ( 日 ) 星ヶ丘クリニック 天川クリニック

出羽ひな街道
　　スタンプラリー
　　　　　ウォーキング

受付　　午前  ９時 30分
開会式　午前 10時 00分　　月 　　　日（土）25３

【申し込み先】
　３月 22日（水）までに電話でお申込みください。
　ウォーキング相談窓口（元気館トレーニング室内）
　　1８３－２２７０　IP 050-5207-5005
　出羽公民館
　　1８３－０９１２　IP 050-5207-5200

【集合場所】　出羽公民館
【参 加 費】　無料
【内 容】　ウォーキング　約４km
【持ってくる物】　飲み物、雨具、お持ちの方は万歩計

※悪天候による中止の場合は申し込みを
　された人には電話で連絡します。

３
月
は
自
死
予
防
月
間
で
す

　

全
国
の
自
死
者
は
３
年
続
け
て

３
万
人
を
下
回
り
、
平
成
27
年

は
２
４
，０
２
５
人
、
島
根
県
は

１
７
５
人
で
し
た
。
全
国
で
い
ま

な
お
１
日
の
自
死
者
数
は
約
65
人

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
自

殺
未
遂
者
は
、
少
な
く
と
も
そ
の

10
倍
は
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
自

死
者
・
自
死
を
考
え
て
い
る
人
は

身
近
に
い
る
は
ず
で
、
自
死
の
問

題
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
死
を
考
え
て
い
る
人
は
、
サ

イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
今
ま

で
の
調
査
・
研
究
で
分
か
っ
て
い

ま
す
。
サ
イ
ン
は
こ
こ
ろ
の
不
調

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
場
合
、
身

体
の
不
調
を
伴
い
ま
す
。

　

気
分
症
状
（
憂
う
つ
、
気
分
が

落
ち
込
む
、
あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な

く
な
っ
た
等
）、意
欲
の
症
状
（
や

る
気
が
な
い
、
何
を
や
っ
て
も
楽

し
め
な
い
等
）、気
分
の
症
状
（
考

え
が
ま
と
ま
ら
な
い
、
は
か
ど
ら

な
い
等
）

　

眠
れ
な
い
（
寝
つ
け
な
い
、
熟

睡
感
が
な
い
、
朝
早
く
目
覚
め
る

等
）、頭
が
重
い
、身
体
が
だ
る
い
、

性
欲
が
な
く
な
る
等

　

も
し
、
あ
な
た
の
身
近
な
家
族

や
職
場
等
、
周
囲
の
人
の
こ
ん

な
様
子
に
気
付
い
た
ら
、「
疲
れ

て
い
る
み
た
い
だ
け
ど
眠
れ
て

る
？
」「
も
し
か
し
て
何
か
気
に

な
る
こ
と
が
あ
る
？
」
な
ど
日
ご

ろ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
声
を
か

け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
保

健
課
へ
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
相
談
（
町
内
）

役
場
保
健
課

　

☎
８
３
‐
１
１
２
３

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
２

県
央
保
健
所

　

☎
０
８
５
４
‐
８
４
‐
９
８
２
３

自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

　

☎
０
１
２
０
‐
７
３
８
‐
５
５
６

心
の
ダ
イ
ヤ
ル

（
県
立
心
と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
８
５
２
‐
２
１
‐
２
８
８
５

　

そ
の
他
相
談
機
関
に
つ
い
て
、

島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

こ
こ
ろ
の
不
調

身
体
の
不
調
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紹
介
所
は
商
工
観
光
課
内
に
あ
り
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

毎
日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。（
土
日
祝
日
を
除
く
）

https://www.hellowork.go.jp/index.html
　最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。

人 情
ハローワーク

報求

事業所名 職　種 内　容 年齢 備　考

邑智福祉振興会
「愛香園」
（中野）

看護師 障がい者の健康管理及び相談業務
に従事 不問 看護師免許（正看）

調理員 入所者の給食調理業務 不問 調理師免許（あれば尚良し）

瑞穂福祉会
「各保育所・さつきの園」
（出羽）

保育士 保育所における保育業務 不問 保育士免許（あれば尚良し）

支援員 入所者の日常生活支援 不問

調理員 入所者の給食調理業務 不問 調理師免許（あれば尚良し）

おおなん福祉会「はあも
にぃはうす」（下田所） 職業指導員 利用者の就労支援、生活支援等 不問 福祉関係資格（あれば尚良し）

瑞穂工業（株）（下田所）生産技能職 溶接ロボット・アーク溶接機を使
用しての自動車部品等の製造業務 不問

食菜工房　邑悠
（上亀谷）

野菜のカット・
惣菜製造

野菜のカット、野菜の干物、弁当・
惣菜製造・販売 不問

島根県社会福祉事業団
「緑風園」（中野）

世話人 グループホーム入居者の食事作
り、生活支援 不問 介護福祉士・ヘルパー 1･2 級

（あれば尚良し）

支援員 日常生活の支援、日中活動の支援 不問 介護の経験（あれば尚良し）

公立邑智病院（中野）
看護アシスタント 入院患者の看護アシスタント業務 不問 介護福祉士・ヘルパー 1･2 級

（あれば尚良し）

調理助手 入院患者の給食調理業務 不問 調理師免許（あれば尚良し )

（株）ワイテック
石見工場（中野） 製造ラインの作業 自動車部品製造、プレス工及び部

品の組み付け、溶接作業 不問

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95－2565（商工観光課内）　IP 050-5207-3020

邑
南
町
無
料
職
業
紹
介
所
　 

求
人
情
報

臨
時
福
祉
給
付
金

　
　
　
（
経
済
対
策
分
）

　

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
の
低
い

方
々
に
対
し
て
制
度
的
な
対
応
を

行
う
ま
で
の
間
の
暫
定
的
・
臨
時

的
な
措
置
と
し
て
、
平
成
28
年
度

に
引
続
き
臨
時
福
祉
給
付
金（
経

済
対
策
分
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

邑
南
町
か
ら
の
給
付
金
に
関
し

て
、次
の
と
お
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

（
平
成
28
年
９
月
〜
12
月
受
付
）と

同
じ
要
件
で
す
。

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

　

●
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で

　
　

邑
南
町
に
住
民
票
が
あ
る
人

　

●
平
成
28
年
度
分
町
民
税
非
課

　
　

税
の
人

　

※
た
だ
し
、生
活
保
護
受
給
者
、

　
　

課
税
者
の
扶
養
親
族
等
は
対

　
　

象
外
で
す
。

◆
支
給
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き

　
　

１
５
，０
０
０
円

◆
申
請
期
間
・
申
請
先
な
ど

　

●
支
給
を
受
け
る
に
は
申
請
手

　
　

続
が
必
要
で
す
。

　

●
対
象
者（
可
能
性
の
あ
る
人
）

　
　

に
は
２
月
下
旬
に
役
場
か
ら

　
　

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

●
申
請
受
付
期
間
は
、
原
則
と

　
　

し
て
２
月
20
日
か
ら
４
か
月

　
　

間（
６
月
20
日
ま
で
）で
す
。

　

●
支
給
開
始
は
、
３
月
下
旬
か

　
　

ら
の
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
課

　

☎
９
５
‐
１
２
３
６

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
１
０
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
年
金
事
務
所　

1
０
８
５
５
‐
２
２
‐
０
６
７
０

町　

民　

課 

1
９
５
‐
１
１
１
４　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞 

穂 

支 

所  

1
８
３
‐
１
１
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所 

1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

日本年金機構では、
年金 の予約相談

を実施しています
ご予約されると・・・

　お客様のご都合に合わ
せて、スムーズに相談で
きます！

　相談内容にあったス
タッフが事前に準備のう
え、丁寧に対応します！

予約相談の実施時間帯は、 ８：３０～１６：００
（月～金曜日）

予約の申し込み先は、 浜田年金事務所
☎０８５５ー２２ー０６７０
（自動音声案内「１」番の後に
　　　「２」番を押してください）

◆ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証書を
　ご準備ください。

◆予約相談希望日の１か月前から前日まで受付しています。

◆「ねんきんダイヤル」でも受付けしています。
　　☎０５７０ー０５－１１６５
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日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

●３月の開館案内（本館）

図書館から
のお知らせ

図書館本館1８３－１７６０
羽須美分館1８８－０００１
石 見 分 館1９５－１０４４

《開館時間》9：30～17：30

■は休館日です。

　石見分館、羽須美分館の
休館日、開館時間は各分館
にお問い合わせください。

「幻庵　上・下」･･･百田尚樹　文藝春秋
「直虎の城」･･･山名美和子　時事通信社
「サピエンス全史　上・下」
　　　　･･･ユヴァル・ノマ・ハラリ　河出書房新社
「しんせかい」･･･山下澄人　新潮社
「小さな世界を楽しむテアリウム」　電波社
「使用人たちが見たホワイトハウス」　光文社
「いちばんやさしい着物のお手入れ・お直しの基本」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナツメ社

●３月の行事
１日 (水) ストーリーテリング勉強会（本館）

ホームページアドレス　https://www.lib100.nexs-service.jp/ohnan/webopac/index.do

　インターネット、携帯電話
から検索・予約ができます。
　右のＱＲコードから携帯サ
イトへアクセスできます。

新

刊

案

内

＊ 1月に入った本を記載しています。邑南町ホームページの
図書館検索から新刊案内をご覧ください。

平成 28年度島根県読書推進運動功労者に
井上貴美子さん（阿須那）が表彰されました

　羽須美分館のデータ登録をはじめ、阿須那
小学校、口羽小学校の図書館の環境整備にも
関わっていただきました。小学校での読み語
りや平成 21年からは邑南町子ども読書推進
委員として子ども読書活動に貢献していただ
いています。

わらべうた交流会 わらべうたが流れる町をめざして！
　広島で活動している「わらべうた
空色の家」のみなさんにおこしいた
だき、ワークショップを開催します。
　はじめての参加でも大歓迎ですの
で、お気軽におこしください。

【日時】３月 19日（日）

　　　 10：30～ 12：30

【場所】矢上交流センター

　

ま
だ
雪
道
を
運
転
し
た
こ
と
が

な
い
人
の
た
め
に
…
私
の
体
験
を

お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
初
雪

の
日
、
家
に
帰
る
途
中
に
凍
っ
た

道
で
ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
い
、
も

う
少
し
で
車
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に

ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
数
日

後
に
は
、
大
量
の
雪
で
私
の
車
は

か
ま
く
ら
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
幸
い
近
所
の
人
に
速
く
雪
か

き
す
る
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
、

少
し
楽
し
く
も
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
１
月
23
日
の
夜
の
出

来
事
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
中
野

公
民
館
で
１
時
間
の
英
会
話
ク
ラ

ス
を
終
え
る
と
、
約
７
cm
も
の
雪

が
積
も
っ
た
の
で
す
。
ク
ラ
ス
の

参
加
者
が
、
し
き
り
に
帰
り
道
を

心
配
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
に

は
雪
道
の
大
変
さ
が
よ
く
わ
か
っ

て
い
た
の
で
す
。
最
初
は
な
ん
と

か
進
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
雪

Ｔｈｉｎｇｓ
ａｂｏｕｔ
エリック

道
の
運
転
は
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
や
が
て
三
差
路

に
差
し
か
か
る
と
、
私
は
左
の
道

を
選
び
ま
し
た
。
も
う
一
方
よ
り

道
が
ま
っ
す
ぐ
で
、
ト
ラ
ッ
ク
が

よ
く
通
る
の
で
き
っ
と
雪
が
平
ら

に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
こ
れ
が
大
き
な
間
違

い
で
し
た
。
そ
の
夜
に
は
、
ほ
と

ん
ど
車
が
通
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
後
戻
り
も
で
き
ず
、
時
速
20 

km
で
雪
を
か
き
分
け
て
進
み
ま
し

た
。

　

雪
は
さ
ら
に
降
り
積
も
り
ま

す
。
不
安
な
気
持
ち
で
急
な
登
り

坂
ま
で
来
ま
し
た
。
ま
る
で
亀
の

よ
う
な
速
度
で
２
つ
目
の
カ
ー
ブ

ま
で
登
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
と

う
と
う
車
が
動
か
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
も
う
だ
め
だ
と
あ

き
ら
め
か
け
た
と
き
、
後
方
か
ら

１
台
の
車
が
現
れ
ま
し
た
。
ほ
っ

と
し
て
車
に
手
を
振
る
と
、
親
切

な
男
性
が
降
り
て
来
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
は
私
の
話
を
聞
く
と
、
突

然
「
こ
の
車
４
Ｗ
Ｄ
？
」
と
尋
ね

ま
し
た
。
驚
い
て
確
認
す
る
と
、

な
ん
と
車
の
四
輪
駆
動
機
能
を
作

動
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
す
！
と
い
う
訳
で
、
４
Ｗ

Ｄ
に
し
た
お
か
げ
で
無
事
に
帰
宅

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
助
け
て
く
れ
た
方
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
う
し
て
私
は
、
雪
道
を
運

転
す
る
時
に
最
も
大
切
な
こ
と
を

学
ん
だ
の
で
し
た
。
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１
月
の
配
布
時
に「
広
報
お
お
な
ん
ア
ン
ケ
ー

ト
」を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
ご
回
答
い
た
だ
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
さ
と
し
）

※広報おおなんは、環境にやさしい植物油インク
と再生紙を使用しています。

広
報
お
お
な
ん
 ２
月
号
 V
o
l.149

平
成
29
年
 ２
月
15
日
発
行

■
発
行
/邑
南
町
役
場
　
■
企
画
・
編
集
/総
務
課
　
■
印
刷
/柏
村
印
刷

〒
696-0192　

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
矢
上
6000

番
地
　
1
 0855-95-1111

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】 http://w

w
w
.tow

n.ohnan.lg.jp/

ご
寄
贈

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

邑
南
町
が
将
来
に
向
か
っ
て
力
強

く
成
長
・
発
展
す
る
こ
と
を
願
わ
れ
、

車
両
２
台
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
ワ
イ
テ
ッ
ク 

様

人口の動き
（平成29年2月1日）

前月比 前　年
同月比

　男　／ 5,305 人 -15 -32
　女　／ 5,887 人 -1 -88
　計　／ 11,192 人 -16 -120
世帯数／ 5,018 世帯 -3 +19

　　　　　高齢者比率 42.9％
※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。

　

日
貫
小
学
校
の
６
年
生
が
紙
す
き
体
験
で
作
っ

た
卒
業
証
書
の
用
紙
と
し
て
使
わ
れ
る
和
紙
は
、

名
前
や
本
文
な
ど
全
て
手
書
き
で
書
か
れ
ま
す
。

手
作
り
の
和
紙
は
表
面
に
凹
凸
が
あ
る
た
め
特
に

字
入
れ
が
難
し
い
そ
う
で
す
。
地
域
の
素
材
を

使
っ
て
作
り
、
地
域
の
方
の
思
い
が
こ
も
っ
た
世

界
で
一
つ
の
卒
業
証
書
。
笑
顔
で
受
け
取
る
春
が

待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。（
は
る
か
）

贈呈式で握手をする㈱ワイテック（代理）
瑞穂工業の大垣工場長（左）と石橋町長

マツダ　デミオ（左）とフレアワゴン


